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頼りにしています 大人のチームワーク 

 

副校 長  石津 孝 介 

 

 私 事ですが、2 人の 小学生 の息子が い

ます 。サ ッカーが 大好き で、素直でか わ

いい ですが（ 親バカ ）、声を かけても 結

構抜 けています。少 な くとも 礼儀は… と

思い 、近所の方 や知り 合いを 見かけた ら

すか さず息子たちに「ほ ら、あいさつ。」

と声 をかけています 。 

 長 男は以前 、隣に住 む方に 大変お世 話

にな ったことがあり ます。そ の日は土 曜

日だ ったのですが、私も 妻も仕事 、長 男

は土 曜午前授業で外 出して いました 。昼

頃 に 電 話 が か か っ て き た の で 出 て み る

と隣 の方で、「息子 さんが 『鍵がな い』

と言 って家の前で泣 いてい たので、う ち

で預 かりました。お 昼 ご飯も 食べさせ た

ので 、安心し てくだ さい。」と言われ ま

し た 。 慌 て て 休 暇 を 取 っ て 迎 え に 行 く

と、長男 は「お 昼ご飯 がおい しかった 。」

と言 ってにっこり笑 い、ちゃ っかり手 土

産を もらっていまし た。隣の方に は「 い

い子 で待っていまし たよ。」とまで言 っ

てい ただきました。何 という 長男…親 と

して 至らなさを感じ つつ、近 所の方に 息

子 た ち を 見 守 っ て い た だ け て い る こ と

に大 変感謝しました 。 

 親 は、我が子 が他人 に迷惑 をかけな い

よう 願い、あの手こ の手を 尽くしま す。

しか し、当然我 が子に いつ何 時も付い て

いる ことはできず、ど こかで 迷惑をか け

るも の。つい負 い目も 感じて しまいが ち

です 。そ れならば 、で きるこ とをした 後

は 我 が 子 に 関 わ る 方 々 や 近 所 の 方 を 頼

るの が、心強くて 気が楽 になります。ま

た 、 そ う 思 う と 自 分 も 他 人 の 子 を 見 守

り、 声をかけてあげ ようと も思えま す。 

 現 在、学校教育で は「協 働的な学 び」

の推 進を求められて います 。また 、学 校

と保 護者・地域が 連携す る「 コミュニ テ

ィ・ス クール 」も求め られて います。私

は、保 護者と 地域、保 護者同 士でも、助

け 合 う チ ー ム ワ ー ク が 求 め ら れ て い る

と思 っています。そ れは、「 わたした ち

人間 に完璧はないか ら」「子 どもたち の

ため だから」です。  

 近 年、感染症の 状況も あって、地域 の

大 人 と 子 ど も が 関 わ る 機 会 が 減 っ て い

ます 。正 直、子 どもた ちは地 域の大人 と

ど の よ う に 関 わ っ た ら よ い か 分 か ら な

い部 分もあるようで す。し かし、学 校が、

保護 者が、子ど もたち のため にご近所 や

地 域 に 頼 れ る と あ り が た い こ と は い く

つも あります 。負い目 なく頼 ることが で

きれ ば、子ども も大人 も気持 ちよく過 ご

せる のではないかと 思いま す。ま た、子

ど も が 大 人 た ち の 協 力 し 合 う 様 子 を 見

れば 、「自分も友達 と協力 し合おう 。」

と 思 っ て く れ る の で は な い か な あ と 思

うの です。 

 保 護者・地域の 皆様に は、子どもた ち

に気 兼ねなく声をか け、関わ っていた だ

けた らありがたいで す。ど の子ども も、

関わ ってみるとかわ いいで すよ。 
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